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集積値集合論の第一定理について

古関 健 ―  岡 山大 ・理

Dを IZI<1な る開円板とし,「 をlzl=1と し,″ =ノ(z)
.を

Dに おける有理型関数とする。α∈「とし,Rを αを含

む不連続集合とする。,Q,製 夕)=島
(α)とすれば

CO(a)の 境界⊂島(α)の境界

が成立する。ここに じ(α)は αの γ近傍,C(α )は αに

於ける集積値集合とする。

調和関数の最大値の原理について

古関 健 ―  岡 山大 ・理

Dを Z平面上の領域とし,有 限連結とする。「を Dの

境界の1つの成分とし,且 「は固有連続体とする。 α∈F

とし,Rを αを含む不連続集合とする。αを中心とする

円板IZ―αl<γとつの交りに於ける,D内 調和関数 あ(Z)

の上限を S,と し,limS(γ)=〃Kα)とする。

Z∈(レーαl<″}∩(「-2)とし,場(2)の上限の,″→0とし
た極限値を 鋳 _R(α)とする。このとき

〃Ь(α)=″卜_R(α)

が成立する。

集積値集合論の第二定理について

古関 健 ―  岡 山大 ・理

Dを IZI<1なる開円板,「 をその境界,″ =/(Z)をDに

於ける有理型関数とする。Q(α),島 (α)を第一定理と同じ

ものとすれば.C。(α)一島(α)キφなるとき,C(α)一島(α)

の各成分の中にある,除 外値は高 2々つである。

GrOssの定理について

古関 健 ―  岡 山大 ・理

″=ノ(Z)を整関数とし,ω 平面上の一点 αに於ける

ノ(2)の逆要素をP(4α )とする。αを出発点とする半直

線 ″一α=′″に沿うてP(4α )を解析接続するとき,00に

到る前に接続不可能となる θ(0≦θ≦2π)の 個数は高々可

算である。

円板内正則単葉函数の導函数の正規位数

山下 慎 二  部 立大 ・理

D={IZI<1}で 正則単葉函数の全体 Sの 各元/の 導函数

/′は正規であることはノ の正規位数み=su/1-IZIつ

1/″(2)1/(1+|ノ
′
(2)12)がみ≦3をみたすことから直ちに

わかるが,G.Pttanianはsぽみ=3であることを示した。
いま,

‖ノ‖=習 ( 1 ~ I Z 1 2 ) 1 /″( Z ) / / ' ( Z ) | ,

3={/∈ S: ‖/‖ ≦γ}

とおけば 3=S(γ ≧6)で あることはかんたんに示せるか

らPiranianの結果は次の定理のr=6の ばあいである。

定理。
翌 み=″/2(0≦″≦6).

ある種の整函数の合成による分解の一
意性

占部 博 信  京 都教育大

超越整函数の合成による分解とその一意性に関連する結

果を報告する。次の2つの函数族を考える:らキ0(定数)の

とき P(b)={″ (2)|″ (Ztt b)=″(2)なる整函数}と し

て,L(b)={F(2)=属 (2)+″ Hρ
 l ll,θ

H2∈P(b)Iノ (b)≡

{F(2)=″ (2)十α l″ CP(b),`は 定数(+0)}と おく。

このとき,定 理1.F(2)∈ 二(b),F(2)=/0(2))=/● g

(2),ノ とgは 非一次整函数0/∈ ι(b)(3ら
'キ

0)かつg∈

ノ(b)。

これを利用することにより次のような結果が証明でき

る。定理2. ″ (2)CP(2″ ),ル(2)を位数ρ(ル(グつ)<∞

なる整函数,0(2)を 多項式とする。もし I(z)十 Zttψ

〔″十λ(グ)〕がprimeな らば,F(z)=(″ (2)十Z exp〔z十

λOつ〕)o(Z+0(の )は miquely factorizableである。定

襲 .「 l,島 ∈PC″ )と し,″+島 (z)は primeであると

する。このとき,F(2)=(I五 (2)十銘K2))。(2+島 (2))は

ulliquely factorinbleである。但し,4(z)=expO卜 1(z)),

の(の=″,″ ≧1.

定理n II,´ H2∈P(2″)と し,″十島(″)力t primeでぁ

るとすれば,F(2)=(″ 十覇(″))′H"は uniquely facto巌

zableである。実際,函 数方程式島(2)=ム (z十五(2))が

- 1 -



整函数解 属(Z)をもてば,F(z)=(Z・ 夕H詢)。(zttII(Z)),

uniquely,さもなくば,F(z)は prmeで ある。

さらに次の事実が成立する。定理5.EG∈ ノ(b)で ,F=

o●G=o(位 数も込めて)●F=κ (3ε:定数)。

故に,″ ,κ ∈P(b)の とき,″ と κ の不動点の集合

が(位数も込めて)一致すれば″(2)=κ (2)で ある。

Some notes on degenerate systems of

entle functions

戸田 暢 茂  名 大 ・教養

/=6,メ ,……,ス)をIZI<∞でのtranscendent4な関

数系,λ を/。,……,二間のC上の一次独立な一次関係の

最大個数,Xを /0,……,/2の C―係数の一次結合で一般

位置にあるものの集まりとする。このとき,一般に, 思δ

(3)≦ πtt λ+1(E∈ X)で あるが,こ こでは,λ >0の と

きに '2δ(E)が 大きくなる場合について調べた結果を報

告する。すなわち,

Th.Lλ >oの とき,X⊃
3{屁

鵬λ+2s.t.

1ダ
2δ
(E)="十λ+1

。
3ちs.t.δ(屁。)=0。 従って, δ(3)=1(′ キあ)。

Th.2. λ ≧2の とき,X⊃
3{鳥

鵬λ+lS.ム

( iメ曹

:δ
( 3 ) >あ+λ, (五×鳥響

颯の内に比例するも

のが2つある。⇒{島鵬λ+1の なかには互に比例するものが

λ+1ケある。

″∞
(2)の シ■フ境界

林 実 樹広  茨 城大 ・理

Rを 開 リーマン面,″
∞
(2)を R上 の有界な正則函数の

作る環 とする。Rの ″∞
(2)一 ョンパクト化を R・BAとすれ

ば,そ の中で ″∞
(2)の シロフ境界Щ(2)が 定義される。

定理1。Rが Widomの 条件を満せば,シ ロフ境界Щ(R)

|まWienerの 調和境界と同相である。

WidOmの 条件とは,基 本群 ■(2)か ら乗法潔 IZI〒1}

への各準同型 θに対して,θ を乗法周期とする有界な乗法

的関数の全体を″てR,θ)と するとき,次の事実と同値Fす

べての θに対し,″
∞
(R,θ )は 零以外の元を含む」。より

弱い条件のもとにも次の結果が得られる。

定理2 1‐ (2)が R・IAの 点を分離するならば,シ ロ

フ境界Щ(2)は eXtremly不 連結である。

これらの結果は,平 面の場合に知られている extremal

fmctionの 一意性をこの種の リニマン面に対 しても一般

化する。

〃∞
(R)の 不変部分空間について

林 実 樹広  茨 城大 ・理

Nev■le一荷見は,あ る種の条件を満す開 リーマン面 R

に対して,″
∞
(2)の 不変部分空間の分類に成功した。この

報告では,彼 等ρ与えた条件を整理してより弱い条件のも

とでもこの分類が出来ることを示す。

G(z,ど )を Oreen函 数,あ ∈Rを 固定して,Green関

数 G(め ,Z)の 特異点を {ろ鷹1 ,特 異点 る の位数を ら

として,多【Z)=eXp{一 二ら(G(4,z)十 j・G(4,Z))}と

おく。多 の乗法周期を 7P3とすると,得 られた条件は,

1) UttI∞ (2,γ ll)の linear spanが ″∞
(R)で Weak・

dense

2)″
∞
(R,γ 51)は共通な inner因子を持たない

の2つで与えられる。この条件は,単 位円上の %一 Sheet

Myrberg型 被覆面に対しては成立し,無限種数のリーマン

面で,不 変部分空間の分類の出来る例を与える。また,単

にWidOmの 条件を仮定しても部分的な結果が得られるこ

とにも注意する。

Hardy族による平面領域の分類

荷見 守 助  茨 城大 ・理

¢(′),一∞<ι<∞ ,を 定数でない非負減少凸函数とす

る。平面領域 Dに 対し島 (D)に より,D上 の正則函数

/(2)で 0(10glノ(Z)|)が D上 で調和優函数を持つものの

全体を表す。また′¢により月ら(D)={定 数函数}なる平面

領域 D全 体のなす集合を表す。

定理.上 の性質を持つ 9ψ が次の性質を持つとする。

(A)任 意の λ>0に 対し,Ψ (′)/。(′一λ)→0,卜 十∞ |

(B)ι/9(ι)→0,卜 十∞.

このとき,′ψ軍4.
この定理はHeins,Heihal,小林昇治,Obr∝ k等 の結果

の拡張である。●(′)=′ (夕>0)の ときは,助 =〃 クであ

り,上 記定理は ″クによる平面領域の分類問題,瓦 わによ

る Riemann面 の分類問題への肯定的解答を与える。尚若

干の注意も述べる。

- 2 -



The lBergman no.l■l and the Szegё no.111

斎藤 二 郎  群 馬大 ・エ

主定理  Gを 平面上の有界な regular region,比(G)

を G上 の analyticなHardy classとする。このとき,任

意な 9,ψ ∈厖 (G)に 対して, 不 等式 :(1/π)屁 |。(2)ψ

(2)12効≦(1/2π)∴clo(Z)12`場(1/2π)∴G10(2)12
へ (z=χ+ウ)が成立し:9ψ≠0に対して,等 号が成立す

る必要十分条件はGが 単連結で,9ψ=α微ろ″)2の形の場

合に限る。ここに′はSzegё核で,Cは 定数である。本

講演ではこの定理の証明の方針と関連する問題が述べられ

る :証明は D.A.Heihalの 結果とN.A,Onszainの核函数

の一般論とを本質的に用ぃる。等号部分が本論文の主要部

で,核 函数の理論における豊かな問題を提起する。別証の

可能性,不 等式の拡張,応 用,Rudin核 の場合,mu■ ipl‐

iCat市eな 函数や Riemann面 上の場合等についても述べ

る。なお主定理は単連結のときはAronszainにより,円 環

のときには吉川比呂作先生によって17年前に考えられた

が,円 環の場合にすら等号問題は未解決であった。

c2の automorphismが polynomial map

となるための一条件について

木塚  崇   東 北大 ・理

c2内の一次元既約解析的集合Sの norrnalレation Sの

[開リーマン面としての]種類gと境界成分の個数 "の

組 (gp π)を Sの typeと 呼ぶ。■変数多項式 P(鶏 ノ)を

考える。任意の複素数値 αについて{(鶏夕)C C2:P_α =

0}の既約成分のことをPの prime surfaceと言 う。有限個

の例外を除くすべての Pの prime surfaceは 同一の type

(3,物 )を もつことが知られている。3≧ 1,又 は,名 ≧3の

とき,Pを ‐般型の多項式と呼ぶ。

定理,Tは C2の autornorphおmと する。少なくも一つ

の一般型多項式 P(鶏 ノ)に ついて,P(T(島 y))も 多項式

となるならば,Tは polynornial mapで ぁる。

更に,“Sを C2内 の代数曲線とする。Sの 境界成分の個

数 "≧3の とき,Sを 代数曲線に変換するような C2の

autornorphismは pOlynomial mapで ぁる。
"が

成立する。

On Weierstrass points Of non― hyper‐

elliptic compact Riemann surfaces of

genus three。

栗林 嘩 和  中 央大 ・理工

小宮  要   山 梨大 ・教育

この講演の目的は種数 3の non―hyperenipticなリーマ

ン面の方程式が,

夕
3_72(″

)ノ~%(″)=o

で与えられることを用いて,Weierstrass点 を研究するこ

とである。ここに 斃(″)は degree 3または 3以下の多項

式で %(κ)は degree 5ま たは4の多項式である。すなわ

ち, この方程式からリーマン面の第 1種微分の 1つ の基底

を具体的に定め,Weierstrass点 が丁度12個あるリーマン

面 を決定す る。この12とい う数 は nOn―hypereniptた

compactな 種数 3の すべての リーマン面がもち得る最小

の数である。われわれの主定理はつぎの通 りである :

丁度12個の Weierstrass点をもつ リーマン面は 2つ 存

在してそれらの方程式は斉次座標で

(1)メ +y4+z4=0,ま たは,

(2)″
4+ノ4+z`+3(″

り
2+ノ2z2+z2″2)=0

で与えられる。

閉 Riemann面 _上の Strebel's density

theoremについて

谷口 雅 彦  京 大 ・理

閉 Riemann面 上の有理型二次微分 φに対し,そ の任意

の regular trai∝toryが閉じるとき,9は 高々二位の極を

持ちかつ任意の二位の極量
ι2+al+…

}dZ2(a_220)な

る展開を持つことが知られている。ここでは,高 々二位の

極をもちかつ任意の二位の極で上述の展開を持つ,(閉

Riemarm面 上の)有 理型二次微分全体のなす族を Nん S

閉じた trai∝toriesをもつもの全体のなす族を C42Sと す

るとき,次 の結果が成 り立つことを報告する。定理 C42S

IまN42Sの 中で次の意味で denseで ぁる。すなわち,任

意の %∈ N42S と  ε >oに 対し C42S の 元 ¢  で

ノ|%-91<ε なるものが存在する。これはノルム有限な

有理型二次微分に対する Strebel の 提起した density

theoremの 拡張を与える。
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正則周期再生微分の幾何学的連続性 につ い

て

谷口 雅 彦  京 大 ・理

T.を 種数 gの  閉 marked Riemann面 のなす

Teichnuller空間とし,non―d市iding l―cycle cを固定す

る。RC Tg上 の Cに 対する正則周期再生微分 島,買の

D士ichletノルムが,Tg上 で連続であることはよく知られ

ているが,更 に,定 理 屁 島∈Z/1を 島 から 賢への

係 言質liム静とtu糖■
0》
潔裏

領域への分割を与える。かかる分割は Tg上で様 に々変化

するが,次のような連続性を得たことを報告する。定理銭「

の定める曲線族をι(め とし,L(め の元 oに対する円

環領域のmOdulusを銭`,1とするとき,(i)Rが 鳥 に十

分近ければL(め はL(鳥)を含む。(五)任意のa∈L(鳥)

I撃:'灘脇鮒税鵠 Fttrl羅
収東する。

The outradius of the Teichnaller space

関川 久 男  東 北大・理

「をD={Z∈ O;IZI>1}を 不変にするFuchs群 とし,3

(2「 )を  F に 関する有界正則2次微分全体からなる

Banach空 間 (φ∈B(2「 )の ノルムは, ‖φ‖=Sup

((|`12_1)21φ(8)|′″CD》 とする,Bes embeddttgに

より,Teichuller空 間 T(「)Cdim T(D>0)は β(2

「)の 有界領域と同一視できるから, T(F)の Outradius

O(「)を 0(D=Supl‖ φ‖;φCT(F)}で 定義する。Nehari,

Hine,EaFle等により,2く 0(D≦ 6,0(1)=6な ることが知

られている。

ここでは,Koebeの 極体的関数の性質を用いることによ

り次のことを示す。定理 「 が有限生成第 1種 Fuchs群

ならば,0(「)<6で ある。Chuの 結果からこの定理におけ

る6はより小さな値で値き換えることはできない。

Teichmuller空間と代数曲面の一意化

今吉 洋 一  東 北大 。理

P.A.GH“ iths(Ann.of Math。 ,94(1971), 21-51)|ま ,

Teichnuller空間の理論を応用して任意次元の代数多様体

Xの 一意化を考察した,つ まり Xの 空でない Zariski開

部分集合 yが 与えられたとき,適 当に空でないZariski開

部分集合υ⊂7を とれば,び の普遍被覆空間 びは有界な

Bergman領 域と双正則であることを示した。従って,そ の

被覆変換群を 「 とすれば,υ =″ Fで ある。

ここでは,特 に dimX=2の 場合に,よ り精密なことが

成立することを報告したい。つまりUに その境界の適当な

部分 Pを 付加して,θ =ω P/「 を考えれば,自 然に θ

は2次 元のコンパクトな正規解析空間になり,さ らにもと

の Xと 双有理型同値であることを示す。

■le Hausdor“dimension of singular sets

of some discrete groups

古沢 治 司  金 沢女子短大

A.F.Beardonは [A.Jo Math.88(1966),p.734]で ,

Fuchs tt Gが parabolic elementを含むときGの Singular

Sd島についてHausd∝“dimension,′銭)>=である
ことを示した。このことについて,も っと一般に,parabolic

elementを含む dおCrete grOupにおいて成立することを証

明した。

B―groupの ellipticな元の■Xed pom“に

つ い て

神谷 茂 保  広 島大 ・理

単連結な不変成分をもつ有限生成,nOn―elementary

Klein群 を B―grOupと いう。 E(G)を B―group Gの

enipticな元によつて固定されるGの limit pomt全体とす

る。又 屁 (G)(島 (G))を E(G)の 部分集合■ヵ
る

ebmentw group(degenerate grouD の 元にG で

coniugateなenipticな元によつて固定されるようなふよ

りなるものとする。すると次のことが成立する。

(1)E(G)=EKG)十 島(G)。
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(2)Ed(G)キ φ ならば,Gは ,regularで はない。

(3)zC EKG)に 対して,C={EIE(2)=Z,ECG}

は,elliptic cyclic groupでぁり,zは ,Gの 不変成

分△。以外の成分の境界には,あ りえない。

On the HausdOrr dirnension of some

inflnitely generated Schottky groups

赤座  暢   金 沢大 ・理

{島,″ 1ドト1を O={Z′ lzl≦十∞lt・互に外部にあり,

有限な一点 0に 集積する円群とする。嘉 の外部を″
′
Jの

内部にうつす 10xodrOmicな 変換を ■ とすれば,{■ ,

T「1隅=1は無限生成のSchottky tt Gを生成する。γ(″)

を円 ″∈{島,″ ち隅=1の半径,′(〃)=inflZ一ξl, 7z∈

″,ア ξ∈{屁,″
′
` ド̀= 1 - {月りとし

γ(″)/′(″)≦κ

なる制限をつけた群 Gに ついて,Gの lim■set Eの

Ara困あげ 次元と,円 群の各円の ω物″励管 ルπ″οπの

間の関係をのべ,有限生成のScλO′ι秒 群の場合の拡張した

結果を得る。

SchiDttky spaceのCuspの POinca“ 次元

とlimit setのHausdor“ 次元の問題 につ

いて

赤座  暢   金 沢大 ・理

{島,″
′
J准1 を O={Z′ lzl≦十∞'で互に外部にある円

群 とする。4の 外部を 4の 内部にうつす loxodrOrnicな

変換を η とすれば,{■ ,TFlド |=1はSchottky tt Gを生

成する。一般に SChOttky群 の空間 S9を 考えたとき,そ

2境 界群は Cuspと nOn―Kleinian群からなる事がしられ

ている。少くとも1つ の生成元が parabolicになるcusp a

について,そ の lim■setの Hausdor“次元を “ とする。

G∈  ys(。 (z)=(a"Z+b")/(c"Zttda)(a"d"一 b"c"=1)

よりつ くられた級数

重14凛c.1/IC"IT
の収東する δの下限 ^を Poincare次元という。“≦^

は一般に有限生成 Fuchs群 について成立するが,cuspに

ついてヵ=凸 になるのではないかと予想される。Schottky

群 Gに 対しては成立する。
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演講男J特

DIichlet積分有限な解析関数について

酒井  良   広 島大 ご理

1 . R i e m a n n面 上 に解 析 関数 が どの位 あ るか は

Behnke―Steinの定理により分る。 我 々の目標は Dirichlet

積分有限な解析関数についてその類似を考えることにあ

る。問題のとらえ方は次の通りである。

Riemann tt R上に非定数解析関数があれば,Rは Stein

多様体であって,R上 の任意の相異る二点は解析関数によ

って分離される。このことは有界な解析関数に対しては成

立しない。Myrbergの 例の作り方で反例を作れる。しかし,

とらえ方を変えて関数族の次元に着目すると R上 の有界

な解析関数族 JB(2)に 対しては 「dimc力 B(2)>1な ら

ばdimcん B(R)=∞ 」が成立し,弱い形ではあるがBehnke

―Steinの定理の類似が成立している。そこで D■ichlet積

分有限な解析関数族 4D(R)に 対して次の問題を考える。

問題 Io dimc AD(2)>1な らばdimc AD(2)=∞ か?

この問題は以前からある次の問題を解くことにより解決

される。

問題Ⅱ.Riemann面 上に非定数 ИD関 数があれば,非

定数有界 ″ 関数があるか?(分 類論の記号では OAD=

OABDが成立するか?)

2.問 題Hを 解くため次の極値問題を考える。ζをR上

の点とし7を その局所助変数とし固定する。/(ζ)=0,(び /

″)(ξ)=1の 条件のもとで Dσ )を最小にせよ。ここで,

メ は R上 の解析関数で Dσ )=∫ RI/′12雄の |まノ の

D■ichlet積分であり/の 像領域の枚数もこめて測った面

積である。この極値関数 Fは 一意的に存在するが我々はそ

の像領域が原点中心の半径 /D(F)/π の円板 (この面積は

D(f)で ある)に含まれることを主張し, したがって Fが

有界であることを示す。証明に用いられる主な補題は次の

通 りである。このうち補題1と補題2の(1)は知られている結

果である。

補題1.(Ahrors―Beurling)。Dを C上 のLebesgue測

度 解(D)が 有限な可測集合とすると任意の Z∈Cに 対し

て' |∫D響 |≦/イ ( D )。

補題2.Gを C上 の領域でその境界 ∂Gは 有限個の相

交わらない解析的な JOrdan閉 曲線からなるものとする。

ζ∈Gを 固定し,Po(Z′ ζ),PI(2′ ζ)を それぞれ Gの

極値水平裁線写像,極 値垂直裁線写像とする。〃(Z′ζ)=

(P。(Z′ζ)一PI(Z′ξ))/2とおくと,

(1)γ=Zと おけば F(2)=″ (Z′ζ)/〃
′
(ξ′ξ)で あ

って Fは ∂G上 まで解析接続できる。

(2)bを ″ の像領域とすると,任 意の Dの 外点 ω に

対して 10g(〃(z′ξ)二ω)は G上 一価な分枝を持つ。

補題3.Dを C上 の領域,ν を C上 の L'関 数 (1≦

ク<∞ )で '上 ao e.にν(2)≧1,DC tt ate.にν(Z)=0な

ものとする。このとき,任意のε>0に対して開集合2,

領域ユ で次をみたすもあが存在する。

(1)D⊂2⊂ユ。

9)π (a)<∞ ,%(2-2)<ε 。

0任 意の屁 上の調和な L 9関数
け

+十 - 1 )あ に

対して, 几あ″物=島
.λ″

Z

3.我 々の主張から次のことが導びかれる。

(1)(Ahrors_Beuning)

Q(ζ )=Suメ
井

(ζ):fは D(f)≦ πなる解析関数ゝ

C B (ξ) = S iメ
騨

(ξ) : fは 溜 r ( 2 ) |≦1なる解析関

数}

とおくと,ら (ξ)≦ぬ(ζ)が 成立し,等 号の成立する必要十

分条件も分る。

9)(Suta)metr● Q(2)|ル | の曲率 χ(Z)は

χ(2)≦-2を みたす。

(3)任 意のノ∈ИD(R)に 対して,ス(ξ)=/(ζ),D“ 一

ノ)→00→ ∞)を みたす有界 」D関 数の列 悦}が存在す

る。
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挙動空間の基本的性質

柴  雅 和  京 大 ・理

Rを 種数 g(≦∞)の 開 Riemann面 とし,1つ の標準近

似列 夕= {鳥鷹1  に 関す る標 準 h o m 0 1 o g y基底

{ん,島 准1 をとって固定する。R上 の2乗可積分な複素

微分のなす実 Hilbert空間を Aと し,Aヵ={λ∈Alλ は

調和L Aω={λ∈A13二 ∈G2(R),‖`焼一λ‖→0}とおく。

空間 AO I涎λ∈Aヵlλ は半完全; ∫層λ,∫"λ∈島,ブ=

1,2・・・g}に含まれかつAヵ=島①′A●・をみたすとする。但し

{為准1 1ま複素平面の原点を通る直線の族。このとき,定

理 :y=R_鳥 ,鳥 ∈夕.9は 7上 の Cl微 分で‖ψ

‖v<∞かつy内のん,らについてん。,島9∈島で

あるとすれば,次 の2つは同値 :(1)7上 9=為 +λω(20

∈AO,λω∈Aω)と か け る,(五 )アω ∈AO に 対 して

<9,Jω
・
>v=一 島4,Φδ(a7の 近傍で ′Φ=。).

上の定理は,半 完全標準微分の特徴づけ (KusunokDお

よびその 「χ
一挙動の場合への拡張 (Yoshida)の一般化を

与える。このほか,有 限個の為 を別の島でとりかえて新

らしい空間 AOを 考えても定義する挙動はかわらないこ

と, この逆も正しいこと,さ らに Abelの定理への応用な

どものべる。

Pick一Nevanlinna問題について

吹田 僧 之  東 工大 ・理

開 リーマン面 Ω(C OAB)上での PiCk一Nevanlima問 題

をつぎのように定式化する :与えられた点例レνL Zν∈Ω,

上で与えられた値 4ν を取る函数 /(2)の 中で ノ の Sup

nOrrnを最小にせよ。本講演では,Ω が平面領域,点 列が

無限列の場合,条 件をみたす函数族が空でなければ,最 小

値をとる函数がただ一つ存在すること。また Ωの境界が解

析的で, Z″上で0となる非定数の函数が存在すれば極値函

数 /。(Z)の 絶対値は ∂Ω 上ほとんどいたるところ最小値

妬 に等しくなることを示す。

Some linear Operators On subclasses Of

square integrable differentials

米谷 文 男   阪 大 ・エ

リーマン面上,デ リクレ積分による二乗可積複素微分の

実又は複素数体上のヒルベル ト空間Aに おいて,閉集合E

Aχ
FAヵ

に対し,閉 部分空間 χ=A″十AωフχF={"∈ χ,∫F
麟が=0}を考える。χからκへの線形作用素 Lを χにお

けるχFの直交補空間への射影とする。今Fを 互に素で滑

らかな閉領域 民 の有限和,{鳥 }をR一 F上 の Fに は集積

しない孤立集合,0を R―{鳥l■の Cl―閉微分で R― F―

{島l■調和な微分の族とする。微分 θ∈0が ノaFづθ
・
〒0を

満足するならば,P― {島l■の調和微分 ψが存在して ψ一

θ∈χ,L(ψ一θ)圭ψ_θ,こ れをχ:主微分と呼ぶ,χ:―主

微分ψl灘9C Ax;91=9}の 差をぃけば一意に定まる。κ:一
主微分ψは適当な aCO,7∈ Aオ十Aω・によって ψ=7~

a°と表現される。これをχf(a)一主微分と呼び,例えば実
じルベルト空間で考えて θ+a。が A″一′Aオ・とだ 一

ね計に直交するならばψ+4ψ中はχ:+jθl―主微分である。
主微分について述べる。

擬正則写像について

田中  博     北 大 ・理

Rを 開 リーマン面とする。cb∈ Rを 結ぶ弧 Cか ら出

発して Rの 理想境界へ近づく曲線族全体のモジュールを

M(C)で あらわす。さらに Cに 関する〃(C)の 下限を ρ

(ら“の であらわす。このとき RCQな らばρは 2上 の

距離函数である。このときつぎを示す。

定理1./を 開 リーマン面 RIか ら鳥 への κ―擬正則写

像とすれば,κ ・ρ(ap a l鳥)≧ρσ(″),ノ(b)メ鳥)が 成 り

立つ。

この定理を使って,孤 立特異点に関するリーマンやワイ

ヤシュトラスの定理が証明できることを示す。

定理2。 (HeinSの定理の拡張).G⊂ Rが parabolic end

で,ノ が G上 の有界な擬正則写像ならば,/は Gの 理想

境界成分で極限を常にもつ。

以上の論法は次元に関係なく論ぜられるので,3次元以上

でも成 り立つ。
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解析写像の非正則境界点における挙動に

にいての一定理

池上 輝 男  阪 市大 ・理

ノをリーマン面 Rか らリーマン面 R′への解析写像,R

C Ocと する。Rの Martin compact tt RMに おける

mhimal boundary pont拗∈△Yは 2の Green関 数 6に

対してlim inf Gy>0であるとき COmpletely irreguけで

あると呼ばれる。ノの るにおけるCluster set ノ
°
(拗)=

∩{ノ(び∩R)′σ は綺の RMで の近傍}(但しC10Sureは

χ の任意の COmpact化 を定めてそこでとる)に 関して次

の定理が得られる。

定理Lあ が COmpletely lregularであるとき,ノ
・(あ)∩

R′キφならば/・(る)∩だ は R′と一致するか,又 は唯1点

よりなる集合である。

証明は次の pOtential論的考察によって与えられる。

(1)ノの fine Cluster set火綺)に対しては定理と同じ結

果が成り立つことが簡単に示される。

(2)ス綺)∩R′=φならばR上に正のSuperharmonic

Sが 存在してfine lim s(の=十 ∞

(3)(1),(2)とR上 の正の Superhamonic υに対する

Naimの 結果

fime岬&=lim荀inf&
をつかって定理が示される。

非線型 D缶ichlet一調和空間の分類問題

前田 文 之  広 島大 ・理

Riemam面 の分類問題における調和函数に関すぅ部

分:(1)Q<OHP<OHB<QD=OHDBは ,調和函数を△“=乃

の解に,Riemam面 を Riemann空 間に一般化して成立し,

しかも(1)に追加して,12):OHD<QE=QBEが 成立つこと

が知られている。この分類図は,自 己共役で1が優調和な調

和空間のクラスに対しても成立する。ここではもっと一般

に,調 和構造としてある種の変分問題(非線型 Dirichlet空

間の構造を定める)の Euler方 程式の解の作る Sheafを も

つ空間のクラスに対して;同 様の分類問題を考える。一般

には OIIBと OHDと の間には包含関係はないが,(lX2)が成

立するための十分条件を与えることが出来る。特別な場合

として,非 線型無限ネットワークの分類問題を論ずること

が出来る。

与えられた合成核の

相対優越原理による最小上界

伊藤 正 之  名 大 ・理

Xを 局所コンパクトアーベル群,X上 の合成核 瓦,九

に対して,Nlが N2に 関して相対優越原理を満す時,瓦 く

屁 とか く。与えられた合成核 N≠ 0に 対して,S(N)=

{N′≠0;Nく Ⅳ
′
}とおく。先ず,S(N)≠ φならば,S(Ⅳ )

内にくに関して最小である合成核 馬 が定数倍を除いて只

1つ存在し 既は優越原理を満す。この時,Nは Noに 関し

て条件付劣調和であり,又 S(N)の 各元は N。に関して優

調和となる。更に,Nに 付加的条件を加えると,Nは Hunt

合成核か又は exponentialになり,結 局,相 対優越原理は,

Hunt合 成核に関する相対優越原理か,最 大値原理に帰さ

れることがわかる。以上により,相 対優越原理は相対的な

関係で決るのでなく,優 越原理に附随する性質であること

がわかる。

Holomorphic curves with maximal defici‐

ency sum.

森  正 気  東 北大 ・理

f:Cnヽ Pnを 非退化正則写像とするとき,P'の 任意の α

個 の一般 の位置にあ る超平配 島 准1  に 対 し,次 の

Defect relation:Ёδ(島,ノ)≦π+1が成立つ。にこで
δ(島,ノ)はJちのNevanlinna deficiencyを表わす)。一方

(※)「n+1個 の一般の位置にある超平面{』%離 1 に 対し

て Σδ(島。/)=π +1,が 成立つならばノのOrderル と

lower orderルとは~致 しル=ル ∈Z+Or∞ である」。こ

の問題(※)をもう少し一般化できないだろうか?こ の講演

ではこの間に関連して次の結果を報告する。
“f:い Pnを

有限な Orderル をもつ非退化正則曲線とするとき,も し

Pn の  α("+1≦ α≦+∞ )個 の一般の位置にある超平面

{島准1  で 島 の “π″″電 力解″“ N (島 , 7 )のO r d e r

λNO●,"が<ル(ν=0,…,″-1),かつ二δ(Hυ,f)=n+1なる
ものが存在するならば,λ ∈Z+で ある。
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LauricellaのFDよ り生ずる保型函数

寺田 俊 明  滋 賀医大

Laurtellaの超幾何微分方程式

(2。|・・,λn+Lたは助変数,L="す1~Σλα,λャ:・_ムλ●
―夕)は ,D=P"― リュJ∈湯={鶏=rp・L″ =0,1,…,%十

1:島,…ぁ+1は Pnの 斉次座標,ぁ =0)の 普遍被覆空間 D

で正則なn+1個 の一次独立な解 (ω)=(0,… ,れ+1)を有

つ。(ω)は うを Pnの 中へ局所的に1対1に写像するが,

(ω)に よる うの像が超球と同型であって,し かも (ω)~1

が一価であるための必要十分条件は λげ1・・・ゎ∈ Z■ u{o}

である。(Z~1は±1を除く整数の逆数の集合)。このとき,

(ω)~1は超球での保型函数を定める。函数体はすべて純超

越的で,不 連続群 「。は (ι)の モノドロミー群により定義

される。基本領域は 'と
Ч島 の一部の和集合の像であ

り,す べての λち11・
・・
ち∈Z~1ならそれはコンパクトである。

Dの 自己同型群は,π≧2の とき "+3次 の置換全体=

{(&諦「も1成)}となりさらにDからDへの定数でな
い写像は自己同型である。互換 (らノ)に は 場 と場の交換

が対応する。これを TJで あらわす。λゴ=ん のとき,(ω )

の Tに よる引き戻しに適当な函数を掛けたものは又 (L)

の解であり,7b~1(ω )は スカラー倍を除いて (ω)の 定数

係数一次変換であらわされる。このような 為 の作る群 「1

と「。で生成される群 Fは 明らかに超球と同型な領域での

不連続群であり,「 は次の性質を持つ行列 Mの 全体であ

る。(λ̀に対する tr市ialな条件が必要)1。 Mの 要素 ∈

Z(0=(ξ =lνl″ は λ̀の分母の最小公倍数)2.(D

のモノドロミー群により定義される2次形式を不変にする。

この「による保型函数は1964年に志村氏が偏極ヤコピ多様

体の族より得たものと同じである。

Reinhardt領域の正則向値について

砂田 利 ―  名 大 0理

二つの,Cnの 中の領域が正則同値であるか否かを判定す

る簡単な条件を見つけることは,大変重要な問題であるが,

一般的には困難である。ここでは,原 点を含む有界な

Reinhardt領域の ClaSsについて考察する。歴史的には,

1931年に,P。口hnenが 2次 元の場合に完全な解答を与え

た。すなわち,R― 領域 Dt,a⊂ c2が 正則同値であるため

には,あ る(2,ω )→(44夕 の or(4")→ (名η 4z)4>

0の typeの 変換 9で 。(D4)=2と なるものが存在する

ことが必要充分である。彼の方法は case―by一caseで 高次

元では役に立たない。しかし群論的な方法により,次 の一

般化が証明される :2つ のR― 領域 Dl,a⊂ cnが 正則同値

である条件は,ある。(Z)=rF・Z“j)(η>0),σ :{1,…,"}の

pemutation)め 形の変換 9:Cnぃ Cnで 。(DI)=2と な

ること。

Plの seminegat市e embeddingの分解に

つ い て

大沢 健 夫  京 大 ・数理研

この研究の動機を述べる。χ を analytic space yの

compactな Subspaceとしたときに, どのような条件の下

でχ がより低次元のSubspaceへとЪlow down"される

かという問題は多くの数学者の興味を惹いて来た。問題を

正確に述べるならば,我 々は X を 中心とする y の

mOdricationを,prOper hOlomorphic map 9:y→?で ,

91y_xが y_xを 1ら。(X)に bihdomOrphicにうつ

すものであると定義する。このとき,Xに どんな条件をつ

ければ Xを 中心とする yの nontrivialなmodrication

が存在するかというのが問題であって,。 (χ)が一点の場

合にはGrauert[3]に より解かれ,一 般の場合にも様々な

人が様々な条件の下で解いている。要点はXの 近傍で正則

凸なものがとれることの証明にある。そこで話を χtt Pl

に限って,Xが cornplex manrold yの Submanroldで

馬′Y≦0で ある場合にそこら辺の事情を詳 しく調べてみ

た。

On the rationality Of quOtient analytic

spaces by compact cOmplex Lie trans‐

fo..llation groups

瀧島 都 夫  埼 玉大 ・教

都丸  正   筑 波大 ・数

(X4)を 解析空間とするとき,特異点″∈χが有理で
あるとは,特異点解消π:(え4)→ (x4)に 対して,(R`
=.4)ぉ=0(′>0)と なるときである。
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(Z´ )を複素多様体,Gを 固有不連続に作用する〃 上

の変換群とするとき,Ho Cartanにより商空間 (〃/C´ /

G)は 正規解 析空 間 に な る。Do Bums(Math.Am.

211(1974))は″/Gが 有理特異点のみを持つ ことを示 し

た。

ここでは,(〃 / )́を また複素多様体とし,Gを 〃 上

に正則に作用するコンパクト複素 Lie変換群とする。この

とき,商 空間(〃/C´ /〃)は 正規解析空間になることが,

H.Holmarulに よって示されている。この講演の目的は,

〃/Gが また有理特異点のみを持つかという問題に対する

肯定的結果を報告することである。証明は,H.Hoham

(Math.Am.142(1961),150(1963))の 手法を用いて,D。

Bumsの 結果に帰着することによって行う。

On 五 owhere vanishing holomorphic

forms of certaln rational double points

渡辺 公 夫  筑 波大 ・数

D.Bumsは 与えられた %次 元複素解析空間の孤立特異

点が有理特異点であるかどうかの判定条件として,次 の定

理を得た―χの近傍 び に対して υI″}で定義された零と

ならない正則 ″=形 式を ω とするとき,″ が有理特異点で

あるための必要十分条件は ω 力`二乗可積分になることで

ある。これは H.Lauferの与えた二次元の場合の判定法の

一般化であった。ここで,我 々は複素鏡映群の交代的部分

群による Cたの商特異点(χ ″)(一 般に,Xは 超曲面で

あるが,″ は孤立特異点ではない)に も特異点を除いた χ

の近傍で零とならない正則 π―形式が存在して二乗可積分

であることを示す。さらに Xc Catlの 定義式を '(4,…

,み)+z2"+1=0と すると,D(a,… ,ろ)十Z2"+1+…・十Z2.+"=

0で 定義される超曲面(К O)に も同様の微分形式の存在す

ることが系として示される。π=2, π =1の 場合が Artin

の有理二重点であり,"=2,″ ≧1の 場合がAmOldの 特異

点である。

331-完備解析空間における近以定理につ

い て

風間 英 明  九 大 0教養

(χ4)を弱多重劣調和函数Ψ:X→Rに 関する弱1-

完備解析空間とする。さらに 3を X上 の正の直線バンド

ル,Fを X上 の解析的連接層とする。このとき弱1-完備

多様体に関する近似定理 (M.F.S.Kyushu Un市 。27,221

-240,1973)と 藤木一広中一中野の消滅定理 (A.Fuiiki:

Po R.Io M.S.Kyoto Un市。10,473■507,1975)を 用いて,

次の近似定理が成り立つことを述べる。

定理,C,d∈ R(ε<′)に対して,自 然黎^が 存在し,夕≧

んならば制限写像 ″°(為,FCβ り→〃l(X,Д O Bりは

dense inageをもつ,但 しX二 ={Ψ<α)α C R.  ・

複素 リー群の中への正則写像の接続につい

て

梶原 壌 二  九 大 ・理

張田 珠 潮  金 沢大 ・理

Adach卜 Suzuk卜 Yoshida[Pacrた J・Math.47(1973),1

-4]は Stein多 様体の上の領域 Ωから複素 リー群 Lの 中

への正則写像 fは Ωの正則被 Ωからんの中への正則写像

に接続 されることを示した。その際,連 結な位相群は単位

元の任意近傍より生成されることを用いている。丁方,

Kazama[Mem.Fac.Sci.Kyushu Un市 .27(1973),241-

247]は任意の複素 リー群は擬凸であることを示した。ここ

では上の Kazamaの 結果を用いて別証明を与える。最近

Dloussky[C.R.Acado Sc.Paris 284(3 ianvier 1977),

6卜67]|ま Ωから解析的集合を除いたものの上での正則甲

数の接続について論じているが,こ こでは二の中への写像

について議論したい。

2次元の複素射影空間における消滅コホモ

ロジーを持つ領域について

梶臓 壊二  九 大 ・理

渡辺  清   九 大 ・理

Kai市 ara―Kazama[Math・ Ann。204(1973),1-12]は ,

Lを 複素 リー群,ALを L値 正則写像芽全体の層とする時,

2次 元の Stein多 様体の領域 Ω に対して,複 素 リー群 L

があって ″1(Ω,AL)=0で あれば,Ω は Stein多様体であ

る こ とを示 した。また K西ふほra[Math.Balkanica 3

(1973),184-187]は , 2次 元の複素射影空間 Pらの領域 Ω

に対して可換複素 リー群 ιがあつて,″
1(Ω,4)=0で あ

れば,Ω =P2で なければ,Ω はStein多様体であることを

示した。ここでは一般の複素 リー群 二 に対して ″
1(0,

AL)=0で あれば,P2の 真部分領域 ΩはStein多様体であ
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ることを示す。証明には上のKaiiwara―Kazarnaの方法と

上記 梶 原―張田の講演の方法を用いる。

二つのリーマン面の積多様体における消滅
コホモロジーを持つ領域について

梶原 壌 二  九 大 ・理

渡辺  清   九 大 0理

Xを 開 リーマン面, yを 閉 リーマン面とし,Ω を積多

様体 X× yの 領域とする。複素 リー群 Lが あって,〃
1

(Ω,■ )=oで あれば,Xの 部分領域 △ があって Ω=Δ ×

yで あるか,Ω が Stein多 様体であるかのいずれかが成立

することを証明する。証明には Weierstrass の  gap

theorem(例 えば楠,朝 倉書店146頁)を 用いるため一位の

極に対して与えた Kai市 ara―Kazamaの 補題を高位の極

に対して振張し,まず Ωの擬凸性を示 し,次に最近の Brun

[Ann.Inst.Fourier(1977),SOus presse].用 いる。

ある Kttl e r曲面における Cous i n領域 に

ついて

渡辺  清   九 大 ・理

Cartan,Behnke―Steinに依る 「C2の Cousin-1領域は

正則領域である」という定理の色々な拡張が試みられてい

るが,こ こでは次の形の一般化を行なう。S を 2次 元の
Kttler多 様体とし,postive h61omorphic bお ectiOnal

curvatureを持つとする。しかも Sの 各相対 cornpactな

領域 Dは ,あ るPNの 中に埋蔵されるものとする。αLで
可換 Lie tt ιへの正則写像の芽の層を表わすとき,定 理
DCSが 境界点を持ち,″

1(D,α
L)=0な らば,Dは Stein

多様体である。証明は,鈴 木理,G.Elencwaig両 氏に依る
S内 の擬凸領域の特徴付けを用いて行なわれる。2次元に

おいては,Frankel予想が肯定的に解かれてぃるので,Sが
compactの ときは,Sは P2と 同型になり,上 の結果は梶

原先生及び著者の結果の拡張にもなっている:

トイF「
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演購男J特

Tetraeder群 と Oktaeder群 に関す る,不

変 コホモロジーと孤立特異点の変形につい

て

風間 英 明  九 大 ・教養

本講演は Riemenschneiderと の Hamburg大 学におけ

る共同研究に関するものである。2次元の Quotient sin‐

gilarty X=C2/Gは Brieskom[2]に |り ,Gが CycliC,

Dieder,Tetraeder,OktaederそしてIkOsaederのときの5

つの場合に分類されている。この講演ではGが Tetraeder

及び Oktaederの とき G‐不変7ホ ロジー群を計算し,X

の無限小変形のベクトル空間Tlの次元=Versalな変形の

底空間の次元を計算することを試みる。

Riemenschneider[3],Behnke― Riemenschneider[1]に

より,Gが Cyclic及 び Diederで あるときには次の事実

を用いて dimTlが 計算されている。

J:χ →Ct i:Hlα ―{x。〉0_(っ )

一一→Hl(X― {ЖoL i・Oo・),但 しXOは Xの 孤立特異点で,

01ま接バンドルとするとき,

″1(X―{綺L Oxくり)=″
1(C2_{OL Oc2)G

且つ Tl=K″ Jが成り立つ, ここで ″1(C2_{OL Oc2)G

G―不変部分群を表わす。したがって Tlを 求めるには,与

えられた Gに 対して G―不変コホモロジ=群 を計算し,さ

らに κ″ Jを計算すればよい。
:

Gが Cyclic及 び Diederの ときには Cの 要素が簡単で

不変コホロジーを計算することは困難ではないが G が

Tetraeder,Oktaeder,Ikosaederの場合に,こ のことを計

算するためには次の事実を必要とする。

c2の 座標を (%υ),C2_{0}の Stein被覆 %={島 ,a)

跳 f=(“キOL ar={υ ≠o}を考えると無限次元ベクトル

空間 ″1(C2_{OL θ)=″
1(%,の は基底 {1/“

たυε′ル≧1,

s≧1}を持つ。9=(13)∈ OК 2,C)に 対して,跳
′
′={α″十

"≠ OL a′ 」={″ +め ≠0}とおくと%′={跳
′
, a′}はま

た c2_{0}の Stein被覆であり。(1ル
Jυうr=1/(α“十")'

(“十″)J∈″
1(%ち θ)=Hl(C2_(OL θ )に より定義され

る線型写像

¢:″ 1(c2_{0卜の下~→ ″1(C'一{OL θ)を 得

る。¢は11(C2_{OL θ )の 基底 {1/グυJ}を用いて,次 の

ように書ける。

定理。9=(13)C OK2,C)に 対して夕(i)α ≠0の と

き,

9(1/“
・υう

=1カルわ薔Σ〆-1)井物
J―β

堪燿げ甲ぐザК=)運ルトつ。
(五)α =0の とき,

9毬

茎 配 ?1億 ]思 為 携 野 蹴 ユ r

の場合に G―不変コホモロジー群を計算し,そ の応用とし

て QuOtient singularty C2/Tl:a2=43+44に 関して,異

なった方法ですでに知られた結果であるが dim Tl=6を 計

算してみる。さらに未知の場合 C2/ち , c2バ 場 (2Lは

Tetraeder群 を表わし,Qlは Oktaeder群 を表わす。)に

ついても, この方法年より計算可能であることを述べる。

[1]K.Behnke-0.Rね menschneider:to appear

[2]E.Brieskom:Invo Math。 4,336-358(1968)

[3]O Riernenschneider: Math.Ann.209, 211-

248(1974)        、
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